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み
な
か
み
の
春･･･

。

み
な
か
み
の
春･･･

。

特集特集
町
内
の
春
祭
り

　

本
町
で
も
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は

芽
吹
き
の
春
を
迎
え
、
本
格
的
な
田
畑
の

耕
作
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

　

古
い
町
史
や
村
史
な
ど
の
文
献
に
よ
る

と
、町
内
の
各
地
域
で
、そ
の
年
の
五
穀
豊

穣
を
願
い
春
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
獅
子
舞

や
神
楽
な
ど
が
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
多
く
が
神
社
の
統
合
や

焼
失
、
そ
の
時
代
の
政
治
的
背
景
か
ら
の

取
り
壊
し
、
地
域
の
諸
事
情
な
ど
に
よ
り

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
記
述
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
郷
土
芸
能
と
い
う
分
野
に

分
け
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
も

練
習
は
技
術
伝
承
だ
け
で
な
く

地
域
の
つ
な
が
り
を
作
る

 

多
く
の
神
楽
や
獅
子
舞
な
ど
は
、
古
く

か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
正
式
な
楽
譜
や
譜
面
な
ど

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
訳
で
は
な
く
、
先

輩
の
笛
や
太
鼓
、
踊
り
を
実
際
に
間
近
で

見
聞
き
し
て
覚
え
る
と
い
っ
た
形
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
、
神
楽
や
獅
子
舞

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
難
し
い

一
因
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
先
輩
が
後

輩
に
対
し
て
身
振
り
手
振
り
の
指
導
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
と
世
代
を
越
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
こ
と
や
、

そ
こ
か
ら
地
域
内
の
つ
な
が
り
が
で
き
て

く
る
と
い
っ
た
良
い
面
も
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　

そ
ん
な
春
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
神
楽
の

準
備
を
、
２
月
中
か
ら
始
め
て
い
る
村
主

八
幡
神
社
（
上
津
）
の
練
習
場
を
訪
ね
て

み
ま
し
た
。
２
月
29
日
、
午
後
７
時
30
分

過
ぎ
に
練
習
場
所
の
神
社
社
務
所
に
行
っ

て
ま
ず
驚
い
た
こ
と
が
、
練
習
す
る
人
の

全
員
が
30
歳
代
の
若
者
た
ち
だ
け
で
あ
る

こ
と
で
し
た
。
地
域
の
祭
り
の
練
習
と
な

れ
ば
、
年
配
の
先
輩
た
ち
が
若
者
に
指
導

を
す
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
村
主
八
幡
神
社
は
違
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
指
導
の
中
心
に
な
っ
て
い
た

林
義
宣
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
い
た
と
こ

本
町
に
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
「
谷
川
岳
の
親
子
馬
」。

農
家
の
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
、
こ
の
親
子
馬
を
見
る
と

本
格
的
な
春
の
耕
作
シ
ー
ズ
ン
が

は
じ
ま
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
谷
川
岳
の
風
物
詩
よ
り
一
足
先
に

春
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
「
春
祭
り
」
で
す
。

古
く
か
ら
村
の
鎮
守
で
も
あ
る
神
社
境
内
や
舞
殿
な
ど
で

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
獅
子
舞
や
神
楽
を
奉
納
し

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

本
町
に
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
「
谷
川
岳
の
親
子
馬
」。

農
家
の
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
、
こ
の
親
子
馬
を
見
る
と

本
格
的
な
春
の
耕
作
シ
ー
ズ
ン
が

は
じ
ま
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
谷
川
岳
の
風
物
詩
よ
り
一
足
先
に

春
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
「
春
祭
り
」
で
す
。

古
く
か
ら
村
の
鎮
守
で
も
あ
る
神
社
境
内
や
舞
殿
な
ど
で

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
獅
子
舞
や
神
楽
を
奉
納
し

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

昔
か
ら
の
伝
統
を
継
承
し
、
若
い
人
た
ち

が
後
継
者
と
し
て
育
ち
、
獅
子
舞
や
神
楽

を
奉
納
し
、
老
若
男
女
す
べ
て
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
春
祭
り
と
し
て
盛
り
上
げ
て

い
る
地
域
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

■
４
月
１
日
（
第
１
日
曜
日
）

▽
村
主
八
幡
神
社（
神
楽
、浦
安
の
舞
／
上

津
）、▽
小
松
八
幡
宮（
神
楽
／
竹
改
戸
）

■
４
月
８
日
（
第
２
日
曜
日
）

▽
月
夜
野
神
社（
神
楽
／
月
夜
野
）、▽
熊
野

神
社（
神
楽
／
須
川
）

■
４
月
12
日

▽
永
井
十
二
神
社（
神
楽
／
永
井
）

■
４
月
15
日

▽
小
川
神
社（
神
楽
／
小
川
）、▽
古
馬
牧
人

形
浄
瑠
璃（
人
形
浄
瑠
璃
／
下
牧
）、▽
布

施
稲
荷
神
社（
神
楽
／
布
施
）、▽
神
明
神

社（
神
楽
／
猿
ヶ
京
）

■
４
月
29
日

▽
谷
川
浅
間
神
社（
神
楽
／
谷
川
）

■
５
月
３
日

▽
大
峰
神
社（
神
楽
／
小
仁
田
）

■
５
月
５
日

▽
武
尊
神
社（
神
楽
／
粟
沢
）、▽
羽
場
日
枝

神
社（
獅
子
舞
／
羽
場
）

▲小川神社の神楽 ▲羽場日枝神社の獅子舞 ▲小松八幡宮の神楽
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保
存
会
組
織
が
確
立
さ
れ
て

い
る
古
馬
牧
人
形
浄
瑠
璃

　

技
術
の
継
承
で
苦
労
し
て
い
る
各
地
域

の
神
楽
や
獅
子
舞
と
は
少
し
違
い
、
保
存

会
組
織
で
し
っ
か
り
と
技
術
継
承
が
進
ん

で
い
る
の
が
古
馬
牧
人
形
浄
瑠
璃
で
す
。

　

町
教
育
課
文
化
財
担
当
に
話
し
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
古
馬
牧
人
形
浄
瑠
璃
は
、
古

く
は
下
牧
の
古
老
が
伊
勢
参
り
の
道
中
で

見
た
人
形
芝
居
に
感
動
し
、
人
形
の
頭
を

買
っ
て
持
ち
帰
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
、
現
在
は
下
牧
人
形
芝
居
保
存
会
吉
田

座
と
い
う
団
体
が
組
織
さ
れ
、
技
術
の
継

承
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
座
の
座
員
は
30
代
か
ら
80
代
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
し
て
お
り
、
定
期

的
に
練
習
を
重
ね
技
術
を
磨
い
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

ま
た
吉
田
座
で
は
、
積
極
的
に
地
域
の

教
育
に
参
加
し
て
お
り
、
昨
年
は
桃
野
小

学
校
で
５
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
な
ど

を
対
象
に
郷
土
芸
能
教
室
な
ど
も
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
も
既
に
３
月
18
日
、
利
根
沼
田
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
利
根
沼
田
伝
承
古

典
芸
能
祭
に
参
加
し
人
形
芝
居
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

こ
の
下
牧
人
形
芝
居
保
存
会
吉
田
座
が

演
じ
る
古
馬
牧
人
形
浄
瑠
璃
は
、
４
月
15

日
に
下
牧
公
民
館
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
祭
り
に
参
加
し
て

み
て
は
ど
う
で
す
か

　

今
回
紹
介
し
た
村
主
八
幡
神
社
神
楽
や

古
馬
牧
人
形
浄
瑠
璃
の
ほ
か
に
も
、
町
内

各
所
で
様
々
な
春
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
神

楽
や
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
が
、
地
域

ご
と
に
様
々
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
古
く

か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
神
楽
面
や
衣
装
な

ど
に
も
地
域
に
よ
り
様
々
で
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
祭
り
が
盛
り
上
が
る
の

は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
祭
り

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
と
交
流
の
場
と
し
て
祭

り
に
積
極
的
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ろ
、
「
３
年
程
前
に
世
代
交
代
を
し
て
、

現
在
は
若
手
10
人
で
神
楽
を
や
っ
て
い
ま

す
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、
髙
橋
忍
さ
ん
は
今
年
の
神
楽
が
デ

ビ
ュ
ー
と
い
う
事
で
、
人
一
倍
真
剣
な
眼

差
し
で
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
練
習

を
見
学
し
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
太
鼓

や
笛
、
踊
り
子
と
い
っ
た
役
割
分
担
が
さ

れ
て
、
分
か
ら
な
い
場
面
に
な
る
と
全
員

で
考
え
練
習
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
特
に

感
心
し
た
の
は
、
す
べ
て
の
人
が
笛
や
太

鼓
、
踊
り
を
修
得
し
、
誰
で
も
補
え
る
体

制
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
し
た
。
林

さ
ん
の
説
明
で
は
、
「
村
主
八
幡
神
社
の

神
楽
は
、
全
部
で
24
座
の
演
目
が
あ
る

が
、
現
在
は
11
座
し
か
披
露
で
き
な
い
。

年
配
の
人
た
ち
が
元
気
な
う
ち
に
24
座
す

▲村主八幡神社神楽を継承している仲間たち

▲古馬牧場人形浄瑠璃

べ
て
を
継
承
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

そ
れ
に
は
も
う
少
し
仲
間
も
増
や
し
た

い
。
」
と
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た

今
年
の
神
楽
に
は
、
地
元
の
男
子
中
学
生

２
名
が
参
加
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
さ
ら
に
は
、
神
楽
と
と
も
に
奉
納
さ

れ
る
「
浦
安
の
舞
」
と
い
う
舞
に
は
、
地

元
女
子
中
学
生
４
名
が
参
加
す
る
そ
う
で

す
。

　

今
回
、
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
村

主
八
幡
神
社
神
楽
の
若
者
た
ち
の
話
し
を

聞
い
て
、
地
元
の
祭
り
を
楽
し
む
だ
け
で

な
く
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
の
本
番
当
日
ま
で
、
夜
の
村

主
八
幡
神
社
境
内
に
は
、
若
者
た
ち
の
太

鼓
や
笛
の
練
習
音
が
響
き
渡
っ
て
い
ま

す
。
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地域の話題

　

２
月
15
日
、
み
な
か
み
町
商
工
会
に
よ

る
「
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
み
な
か
み
薬
膳
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
地
元
食
材
を
活

用
し
新
た
な
名
物
料
理
を
創
作
し
よ
う
と

開
発
し
た
薬
膳
料
理
が
、
月
夜
野
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
関
係
者
に
よ

り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
か
み
町
商
工
会
で
は
、
国
の
小
規

模
事
業
者
地
域
力
活
用
新
事
業
全
国
展
開

支
援
事
業
と
町
の
地
域
産
業
振
興
対
策
支

援
事
業
の
補
助
を
受
け
、
地
元
飲
食
店
や

旅
館
な
ど
の
８
事
業
者
が
開
発
を
進
め
て

県
中
体
連
優
秀
選
手
賞

水
上
中
柔
道
部
の
須
藤
純
平
さ
ん
と
石
川
亜
実
さ
ん
が
受
賞

新
た
な
名
物
料
理
創
作

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ　

み
な
か
み
薬
膳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
２
月
23
日
、沼
田
警
察
署
に
お
い
て
、利
根
沼
田
地
区
学
校
警

察
連
絡
協
議
会
主
催
の
平
成
23
年
度
優
良
児
童
生
徒
表
彰
式

が
行
わ
れ
、本
町
か
ら
団
体
で
月
夜
野
中
文
化
福
祉
部
、個
人

で
利
根
商
業
高
商
研（
パソ
コン
）部
の
江
口
直
也
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、利
根
沼
田
地
区
の
青
少
年
健
全
育
成
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、優
れ
た
活
動
と
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
児

童
生
徒
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

月
夜
野
中
文
化
福
祉
部
は
、校
内
の
環
境
美
化
活
動
や
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
評
価
さ
れ
、利
根
商
業
高
商
研
部
は
町

や
県
民
局
の
地
域
振
興
事
業
への
協
力
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

利
根
沼
田
学
警
連
優
良
児
童
生
徒
表
彰

月
夜
野
中
文
化
福
祉
部
と
利
根
商
業
高
江
口
直
也
さ
ん
が
受
賞

▲

写
真
㊨
月
夜
野
中
文
化
福
祉
部
長

の
髙
橋
茜
さ
ん
（
３
年
）、
写
真

㊧
利
根
商
業
高
商
研
部
の
江
口
直

也
さ
ん
（
３
年
）

薬膳玄米雑炊（写真①）、薬膳そばセット（写真②）、ベーグルパン「ベジグル」（写真③）、よくばり御膳
（写真④）、桑の葉シフォン（写真⑤）、薬膳なべ（写真⑥）、山と川の幸の薬膳やき（写真⑦）、ヤーコン茶
（写真⑧）

　

２
月
21
日
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
中
学
校
体
育
連
盟
主
催
の
平
成
23

年
度
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
水
上
中
柔
道
部
の
須

藤
純
平
さ
ん
（
２
年
）
と
石
川
亜
実
さ
ん
（
３
年
）
が
優

秀
選
手
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
二
人
の
主
な
成
績
】

■
須
藤
純
平
さ
ん

　

県
春
季
大
会　
　
　

個
人　

優　
勝

　

県
総
合
体
育
大
会　

個
人　

優　
勝

　

関
東
大
会　
　
　
　

個
人　

準
優
勝

　

全
国
大
会　
　
　
　

個
人　

ベ
ス
ト
16

■
石
川
亜
実
さ
ん

　

県
春
季
大
会　
　
　

個
人　

準
優
勝　
団
体　

優　
勝

　

県
総
合
体
育
大
会　

個
人　

優　
勝　
団
体　

第
３
位

　

関
東
大
会　
　
　
　

個
人　

第
３
位

　

全
国
大
会　
　
　
　

個
人　

出
場

▲

写
真
㊨
水
上
中
柔
道
部
の
石
川
亜

実
さ
ん
（
３
年
）、
写
真
㊧
同
部

の
須
藤
純
平
さ
ん
（
２
年
）

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
一
つ
一
つ
の
料
理
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
創
作
さ
れ
た
料
理
を
試
食

し
ま
し
た
。

① ② ③ ④

⑤⑤ ⑥⑥ ⑦⑦ ⑧⑧
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２
月
９
日
、渋
川
市
民
会
館
に
お
い
て
、群
馬
県

交
通
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
、
永
年
交
通
安
全
の

た
め
に
寄
与
さ
れ
た
交
通
指
導
員
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
中
島
保
雄
さ
ん（
藤
原
上
）が
永

年
勤
続
交
通
指
導
員
表
彰
（
金
章
／
勤
続
15
年
以

上
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
表
彰
状（
勤
続
８
年
以
上
）

　

小
野
修
治
さ
ん（
下
石
倉
）、西
山
康
男
さ
ん（
後

閑
）、
小
野
塚
保
三
さ
ん（
猿
ヶ
京
）、
笛
木
政
則
さ

ん（
猿
ヶ
京
）、田
村
敏
夫
さ
ん（
新
巻
）、田
村
朋
之

さ
ん（
下
新
田
）

◎
感
謝
状（
勤
続
５
年
以
上
）

　

木
村
好
明
さ
ん
（
小
日
向
）、
馬
場
芳
正
さ
ん

（
師
）、杉
木
彦
樹
さ
ん（
町
組
）

町
囲
碁
将
棋
大
会

群
馬
県
交
通
安
全
大
会

　

２
月
24
日
、
第
２
回
目
の
小
規
模
園
交
流
会
が

開
催
さ
れ
、
第
三
保
育
園
と
月
夜
野
北
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
、
第
三
保
育
園
で
雪
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

前
回
は
月
夜
野
北
幼
稚
園
で
交
流
会
を
開
催

し
、
観
劇
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
今
回
は
第

三
保
育
園
で
、
雪
上
綱
引
き
や
園
庭
の
雪
山
で
絵

あ
わ
せ
ゲ
ー
ム
、
ソ
リ
乗
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
に
と
って
、た
く
さ
ん
の
友
達
と
過
ご
す

時
間
は
、あ
っ
と
い
う
間
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

第
２
回
小
規
模
園
交
流
会

第
三
保
育
園
児
と
北
幼
稚
園
児
が
雪
遊
び
で
交
流

ホ
ッ
ケ
ー（
Ｕ
ー
21
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
代
表
）

佐
藤
雅
浩
さ
ん（
東
京
農
大
／
後
閑
）が
選
出

　

２
月
19
日
、
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
第
７
回
み
な
か
み
町
囲
碁
将
棋
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
将
棋
の
部

　

優　
勝　
髙
橋
勝
久
（
月
夜
野
）

　

準
優
勝　
馬
場
春
夫
（
師
）

　

第
３
位　
木
檜
昭
夫
（
沼
田
市
）

■
囲
碁
の
部

▽
Ａ
ク
ラ
ス

　

優　
勝　
真
庭　

宏
（
真
庭
）

　

準
優
勝　
渋
谷
利
夫
（
上
津
）

　

第
３
位　
阿
部
清
貴
（
月
夜
野
）

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

　

優　
勝　
小
杉　

嘉
（
小
仁
田
）

　

準
優
勝　
林　

利
雄
（
布
施
）

　

第
３
位　
赤
間　

勝
（
羽
場
）

　

東
京
農
業
大
学
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
佐
藤
雅
浩
さ
ん
（
後
閑
）
が
、
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
日

本
代
表
に
選
ば
れ
、
２
月
21
〜
28
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
遠
征
に
全
日
本

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｕ
ー
21
日
本
代
表
選
考
は
、
国
内
の
21

歳
以
下
を
対
象
に
第
３
次
選
考
ま
で
行
わ

れ
、
大
学
生
18
名
の
選
手
が
選
出
さ
れ
、

佐
藤
選
手
は
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
に
抜
擢

さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
遠
征
で
は
、
７
戦
を
行

い
、
第
４
戦
で
は
佐
藤
選
手
も
得
点
を
挙

げ
る
な
ど
、
全
日
程
を
通
し
て
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
の
大
役
も
果
た
し
ま
し
た
。

や
す
ぞ
う

ひ
こ
じ
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３
月
３
日
、
沼
田
市
白
沢
町
振
興
局
に
お
い

て
、
第
８
回
お
の
ち
ゅ
う
こ
う
ふ
る
さ
と
文
学
賞

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
蝋
山
若
菜
さ
ん
（
水
上
中
／
２

年
）
が
中
学
生
詩
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
小
学
生
詩
の
部

　

優
秀
賞　

中
嶋
柊
治
さ
ん
（
藤
原
小
／
６
年
）

◎
中
学
生
詩
の
部

　

優
秀
賞　

小
林
紗
瑛
さ
ん
（
水
上
中
／
３
年
）

　

３
月
11
日
、
湯
桧
曽
公
園
に
お
い
て
、
ゆ

び
そ
塾
（
塾
長
／
清
滝
明
典
さ
ん
）
主
催
の

ゆ
び
そ
温
泉
雪
像
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
早
朝
か
ら
多
数
の

方
々
が
訪
れ
、
雪
像
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た

り
、
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
で
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台
を

滑
走
し
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
会

場
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
、
模
擬
店
な
ど
も
開
か
れ
、
来

場
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
８
回
お
の
ち
ゅ
う
こ
う

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
文
学
賞

ゆ
び
そ
温
泉
雪
像
祭
り

　

３
月
３
日
か
ら
４
月
８
日
、
た
く
み
の
里

で
「
つ
る
し
雛
・
ひ
な
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
中
、
11
日
に
「
流
し
雛
」
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
た

ち
、
未
だ
避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
や
大

切
な
生
命
財
産
を
失
い
、
悲
し
み
が
癒
え
な

い
で
い
る
方
々
が
多
数
い
る
こ
と
か
ら
、
い

ち
早
い
復
興
と
鎮
魂
を
願
う
と
と
も
に
、
参

加
者
の
無
病
息
災
を
願
い
流
し
雛
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
自
ら
作
っ
た
流
し
雛
を
た
く

み
の
里
を
流
れ
る
「
須
川
宿
堰
」
に
流
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
す
べ
て
の
流
し
雛
は
お
焚

き
あ
げ
供
養
さ
れ
ま
し
た
。

た
く
み
の
里｢

つ
る
し
雛
・
ひ
な
め
ぐ
り｣

　

〜
流
し
雛
〜

　

３
月
８
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
、
農
林
水
産
省
と
農
山
漁
村
の
共
生
・

対
流
推
進
会
議
共
催
に
よ
る
「
第
９
回
オ
ー

ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」
の
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
本
町
「
た
く
み
の
里
」
の
長
年
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ

（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

た
く
み
の
里
は
自
然
環
境
保
全
と
体
験
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
体
験
型
農
村
観
光
を
長

年
実
施
し
て
い
る
こ
と
や
、
関
東
圏
の
小
中

学
校
が
体
験
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
な

ど
、
年
間
交
流
人
口
が
約
40
万
人
あ
る
こ
と

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
回
「
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」

㈶
新
治
農
村
公
園
公
社
が
最
高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

▲

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
表
彰

式
記
念
写
真
。

蝋山若菜さん
(水上中／２年 )

中嶋柊治さん
(藤原小／６年 )

小林紗瑛さん
(水上中／３年 )

▲たくみの里で展示されてい
　るつるし雛

▲「須川宿堰」に流し雛を
　流す参加者

し
ゅ
う
じ

ろ
う
や
ま
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※
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。チ
ー

ム
の
活
動
報
告
や
団
員
募
集
な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。掲
載
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

写
真
を
一
枚
ご
用
意
い
た
だ
き
、所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局　
☎（
２
５
）５
０
２
５

　
　
総
合
政
策
課
企
画
グ
ル
ー
プ　
　
　
☎（
２
５
）５
０
０
１

■
単
位
団
名

　

新
治
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

■
団
員
数

　

32
人
（
平
成
23
年
12
月
17
日
現
在)

■
練
習
場
所

　

新
治
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
練
習
日
時

　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

※

第
一
日
曜
日
も
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
監
督　
林
利
幸

　
☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
４
）
１
２
４
０

【今月は新治少年サッカークラブの紹介です】

　最初は弱小チームだったけど、大きな声を出すことでチームが団結し強くなりまし
た。昨年のみなかみ杯大会では、高学年チーム・低学年チームともに優勝することが
できました。新治少年サッカークラブは楽しいサッカーチームです。小学生は是非入
団してください。

がんばれ！未来のトップアスリート！ 4

平成23年度卒業生からのメッセージ

　

２
月
26
日
、
第
35
回
県
小
学
生
総
体
ス

キ
ー
競
技
会
が
嬬
恋
村
で
開
催
さ
れ
、
ア

ル
ペ
ン
大
回
転
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、

ジ
ャ
ン
プ
の
３
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】

■
大
回
転

▽
１
年

　

第
３
位　
中
島　

崇
秀
（
水
上
小
）

▽
４
年　

　

準
優
勝　
阿
部　

渓
矢
（　

〃　

）

　

第
４
位　
中
島　

賢
伸
（　

〃　

）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▽
４
年

　

第
４
位　
丸
山　

浩
平
（　

〃　

）

　

第
５
位　
渡
丸　

昇
洸
（　

〃　

）

■
ジ
ャ
ン
プ

▽
１
〜
３
年
（
オ
ー
プ
ン
競
技
）

　

準
優
勝　
石
坂　

英
太
（　

〃　

）

　

第
４
位　
関　
　

諒
介
（　

〃　

）　

【
女
子
】

■
大
回
転

▽
１
年

　

第
２
位　
中
澤　

寧
音
（　

〃　

）

▽
２
年

　

第
４
位　
阿
部
き
さ
ら
（　

〃　

）

▽
４
年

　

準
優
勝　
田
中　

樹
蘭
（
藤
原
小
）

　

第
４
位　
畑
中　

佳
乃
（　

〃　

）

　

第
６
位　
林　
　

梨
湖
（　

〃　

）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▽
５
年

　

優　
勝　
笹
川　

茉
由
（
水
上
小
）

▽
６
年

　

優　
勝　
駒
井　

野
乃
（　

〃　

）

　

第
２
位　
安
藤　

未
羽
（　

〃　

）

第
35
回
群
馬
県
小
学
生

総
体
ス
キ
ー
競
技
会

第
41
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会

■
ジ
ャ
ン
プ

▽
１
〜
３
年
（
オ
ー
プ
ン
競
技
）

　

第
３
位　
林　
　

京
香
（
水
上
小
）

　

第
４
位　
田
村　
　

萌
（　

〃　

）

▽
４
年

　

優　
勝　
森
下　

紗
衣
（　

〃　

）

　

第
２
位　
伊
藤　
　

舞
（　

〃　

）

※

各
種
目
第
６
位
ま
で
表
彰
。
（
敬
称
略
）

【
男
子
】

■
大
回
転

▽
高
学
年

　

第
９
位　
阿
部　

龍
雅

　
（
水
上
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

第
10
位　
中
嶋　

柊
治
（　

〃　

）

【
女
子
】

■
大
回
転

▽
低
学
年

　

第
８
位　
阿
部
き
さ
ら
（　

〃　

）

▽
高
学
年

　

第
６
位　
山
田　

菜
美
（　

〃　

）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　

優　
勝　
安
藤　

未
羽
（　

〃　

）

　

第
４
位　
新
井
柚
芽
果
（　

〃　

）

　

第
７
位　
笹
川　

茉
由
（　

〃　

）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
（
女
子
）

　

優　
勝　
水
上
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
（
安
藤
未
羽
、
笹
川
茉
由
、

新
井
柚
芽
果
）

■
ジ
ャ
ン
プ

　

第
３
位　
伊
藤　
　

舞

　
（
水
上
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

第
６
位　
森
下　

紗
衣
（　

〃　

）

　

第
７
位　
田
村　
　

萌
（　

〃　

）

　

第
８
位　
林　
　

京
香
（　

〃　

）

※

各
種
目
第
10
位
ま
で
表
彰
。
リ
レ
ー
は
第
３

位
ま
で
表
彰
。
（
敬
称
略
）

▲

高
学
年
チ
ー
ム

▲

低
学
年
チ
ー
ム
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増減率区　　分 平成24年度 平成23年度

128億8,000万円 123億1,000万円 4.6％

29億3,600万円 28億5,900万円 2.7％

2億6,700万円 2億3,900万円 11.7％

19億4,800万円 18億8,700万円 3.2％

9億9,000万円 9億9,200万円 △0.2％

◆会計別当初予算額

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
総

額
は
１
２
８
億
８
千
万
円
（
前
年

度
比
4.6
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は｢

町
税｣

が
前
年
度
よ

り
約
９
千
６
百
万
円
の
減
少
（
△

2.7
％
）
と
な
る
見
込
み
で
す
。｢

地

方
交
付
税｣

は
前
年
度
よ
り
２
億
円

多
い
46
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。｢

町
債｣

は
合
併
特
例
債
を
は

じ
め
、
過
疎
対
策
事
業
債
及
び
臨

時
財
政
対
策
債
を
発
行
す
る
た
め

約
１
億
４
千
５
百
万
円
（
9.4
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、｢

繰
入

金｣

が
財
政
調
整
基
金
及
び
公
共
施

設
管
理
基
金
等
の
繰
入
に
よ
り
約

２
億
３
千
９
百
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は｢

普
通
建
設
事
業
費｣

が
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
大
規
模

改
修
や
集
会
施
設
整
備
事
業
等
に

よ
り
約
７
億
３
千
６
百
万
円

（
67.8
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、｢

積
立
金｣

が
合
併
振

興
基
金
の
積
立
終
了
に
伴
い
、
約

２
億
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ー　　　　 820万円 皆減

ー　　　　 1,400万円 皆減

ー　　　　 660万円 皆減

ー　　　　 3,700万円 皆減

水道事業会計

収益的収入 4億3,044万円 4億4,600万円 △3.5％

収益的支出 4億2,702万円 4億4,200万円 △3.4％

資本的収入 2億7,617万円 1億3,480万円 104.9％

資本的支出 4億2,690万円 2億3,720万円 80.0％

※予算の詳細については、町のホームページに掲載されている予算の概要及び予算書をご覧ください。
※平成24年度より、利根沼田広域観光センター特別会計、スキー場事業特別会計、自家用有償バス事
業特別会計及び温泉事業特別会計は、一般会計に統合され、廃止となりました。

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

利根沼田広域観光センター特別会計

ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計

自家用有償バス事業特別会計

温 泉 事 業 特 別 会 計

し
ま
す

お 知 ら せ

●
　
一
　
般
　
会
　
計
　
の
　
内
　
訳
　
●

歳入歳出
(性質別)

平
成
24
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

一般会計
予算額

１
２
８
億
８
千
万
円

１
２
８
億
８
千
万
円

※

各
種
交
付
金

　
地
方
消
費
税
交
付
金

　
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　
地
方
特
例
交
付
金

　
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

　
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

　
利
子
割
交
付
金

　
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

　
配
当
割
交
付
金

※その他
　維持補修費
　災害復旧費
　積立金・貸付金
　　　　予備費

※その他
1.9億円
1.4％

扶助費
8.6億円
6.7％

繰出金
10.6億円
8.3％

普通建設事業費
18.2億円
14.1％

補助費等
19.5億円
15.2％

物件費
21.3億円
16.5％

公債費
23.2億円
18.0％

人件費
25.5億円
19.8％ 地方交付税

46.0億円
35.7％

町税
35.0億円
27.2％

町債
16.9億円
13.1％

県支出金
8.3億円
6.4％

国庫支出金
7.0億円
5.4％

※各種交付金
2.5億円
2.0％

使用料及び
手数料
2.3億円
1.8％

分担金及び負担金
2.1億円
1.7％

地方譲与税
1.9億円
1.5％

その他(財産収入､
諸収入､繰越金､
寄附金､繰入金)
6.7億円
5.2％
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■問い合わせ先　　総合政策課　財政グループ　　☎（２５）５００５

◆平成２４年度に実施する一般会計の主な事業
平成24年度一般会計当初予算を目標や施策ごとに分類し、主な事業を紹介します。

目　標 予算額 主　　な　　事　　業主な施策 予算額

１ 誰もが安
心でき、安全
でゆとりを感
じるまち

２　豊かな自
然と共生する
まち

3 交流による
魅力と活力に
あふれるまち

4 産業が育ち
持続するまち

5 豊かな文化
と心を育むま
ち

6 住民ととも
に歩む健全な
まち

7　その他

30億
2,756万円

21億
3,233万円

2億
8,436万円

8億
996万円

14億
7,805万円

27億
4,566万円

24億
208万円

地域で支える
福祉の構築

高齢者福祉の充実

子育て支援の充実

障害者福祉の充実

社会保障制度の充実

消防・防災対策の強化

雪対策の強化

計画的な土地利用

市街地整備の推進

道路網の整備

自然環境の保全

住環境整備

観光振興

地域の特性を活かした
農林業の振興

職員人件費、議会費、
選挙費など

学校教育の充実

生涯学習の推進

生涯スポーツの推進

住民参加のまちづくり

健全財政の推進

水と緑を守る
環境衛生の推進

社会福祉協議会運営費補助事業3,000万、
ボランティアセンター運営支援事業300万など
老人保護措置事業8,789万、介護予防サービス支援計画事業1,382万、
敬老祝金事業1,180万など

3,694万円

1億
4,797万円

6億
2,858万円

4億
1,658万円

9億
8,061万円

4億
9,369万円

1億
7,394万円

2,933万円

4億
5,756万円

2億
5,124万円
6,320万円
5億
4,541万円

1億
6,749万円

2億
6,046万円

7億
6,369万円

9億
6,044万円

2億
3,197万円

2億
6,783万円

9,411万円

23億
8,854万円

24億
208万円

繰越事業

平成23年度予算に計上されなが
ら、年度内に事業が完了せず、平
成24年度に繰り越して実施する予
定の事業

中山間地域総合整備事業9,150万、農業体質強化基盤整備促進事業
1億、諏訪峡遊歩道整備事業1,260万、町道補修工事事業1,740
万、町道悪戸関口線道路改良事業1億1,825万、橋梁長寿命化事業
3,880万、まちづくり交付金事業1億2,000万、狭あい道路拡幅整
備事業1,621万、消防施設整備事業1,428万、土木施設災害復旧事
業3,317万など

6億
1,143万円

子ども手当事業2億9,469万、私立保育所運営費補助事業1億5,240万、
子どもの遊び場整備事業3,875万、子育て支援団体活動奨励事業359万、
保育所広域入所委託事業1,458万、妊婦健診費助成事業1,050万など

障害福祉サービス事業3億1,784万、地域活動支援センター運営事業
2,722万、障害者自立支援医療費給付事業1,231万、地域活動支援セ
ンター共同利用支援事業1,082万など

介護保険特別会計繰出金事業2億6,717万、国民健康保険特別会計繰出
金事業1億5,307万、後期高齢者医療特別会計繰出金事業1億84万など

利根沼田広域消防運営費負担事業3億3,070万、消防自動車・ポンプ維
持管理事業2,740万、消防団運営事業4,837万、消防団詰所整備事業
3,669万など

道路除排雪事業7,473万、除雪機・除雪車等維持管理事業3,060万など

土地開発公社運営支援事業375万、
都市計画基礎調査事業570万など

町営住宅長寿命化事業8,407万、
狭あい道路拡幅整備事業3,530万など

ググっとぐんま観光キャンペーン事業3,283万、
観光協会運営費補助事業4,000万など

利根沼田学校組合(利根商業高校)運営費負担事業4億6,210万、教育
補助員事業2,912万、外国語指導助手(ＡＬＴ)事業2,132万など

カルチャーセンター大規模改修事業4,640万、
集会施設整備事業1億2,650万など

地域スポーツ施設(サッカー場)整備事業2億2,037万など

地方債償還事業23億1,802万など

職員人件費（支弁人件費は除く）23億1,168万など

地場産業振興基金管理事業1,001万、スポーツ・健康まちづくり推進事
業1,250万など

利根沼田区域農用地総合整備事業(望郷ライン)費償還事業1億1,059万、中山
間地域総合整備事業(水上中央地区)1億8,174万、農山漁村活性化プロジェク
ト支援交付金事業(真沢地区)5,113万、有害鳥獣対策関連事業6,784万など

道整備交付金事業(町道悪戸矢瀬線道路整備)2億1,100万、
まちづくり交付金事業(後閑地区)2億1,151万など

燃やせるごみ固形燃料(ＲＤＦ)化事業2億8,019万、奥利根アメニティ
パーク施設管理事業5,516万、し尿・浄化槽汚泥処理事業5,367万など

小水力発電施設設置事業4,602万など

町道悪戸関口線改良事業7,463万、町道猿ヶ京仏岩線改良事業7,000万、
町道入須川師田線改良事業3,321万、道路維持管理事業4,874万など
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町
で
は
、町
政
執
行
体
制
を
強
化
し
、よ

り
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、４
月
１
日
よ
り
新
た
な
体
制
で
業

務
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★「
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
」を
新
設
し
ま
す
。

■
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ
と
地
域
振
興
グ
ル
ー

プ
を
設
置
し
、町
内
企
業
や
商
工
会
等
と

連
携
し
た
商
工
振
興
と
交
流
を
活
か
し
た

地
域
振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

★「
総
務
課
」を「
総
務
グ
ル
ー
プ
」・「
人
事

グ
ル
ー
プ
」・「
消
防
・
防
災
グ
ル
ー
プ
」に

再
編
し
ま
す
。

■
消
防・防
災
グ
ル
ー
プ
で
、防
災
施
策
の
更
な

る
推
進
と
、人
事
グ
ル
ー
プ
で
、人
材
育
成
の
た

め
の
人
事
評
価
や
職
員
研
修
を
推
進
し
ま
す
。

★「
総
合
政
策
課
」を「
企
画
グ
ル
ー
プ
」・

「
財
政
グ
ル
ー
プ
」・「
管
財
グ
ル
ー
プ
」に

再
編
し
ま
す
。

■
管
財
グ
ル
ー
プ
で
、公
共
施
設
の
統
廃
合

等
の
検
討・進
行
管
理
を
し
ま
す
。

★「
町
民
福
祉
課
」を「
窓
口・医
療
グ
ル
ー

プ
」・「
障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
」・「
高
齢
介

護
グ
ル
ー
プ
」・「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
グ

ル
ー
プ
」に
再
編
し
ま
す
。

■
グ
ル
ー
プ
を
分
け
る
こ
と
で
よ
り
細
か
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

★「
環
境
課
」を「
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ
」・

「
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
」に
再
編
し
ま
す
。

■
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ
で
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
や
エコツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
ま
す
。

★「
観
光
商
工
課
」を
廃
止
し
て
、「
観
光

課
」を
設
置
し
ま
す
。

■
観
光
振
興
グ
ル
ー
プ
で
、観
光
施
策
の
推

進
に
取
り
組
み
、国
際
観
光
グ
ル
ー
プ
で
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
始
め
と
し
た
外
国
人
観
光
客

誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

★「
地
域
整
備
課
」を「
管
理
グ
ル
ー
プ
」・「
建
設
グ

ル
ー
プ
」・「
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
」に
再
編
し
ま
す
。

■
管
理
グ
ル
ー
プ
で
、町
営
住
宅
を
始
め
と

す
る
住
宅
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

※

新
設
さ
れ
る「
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
」と

「
観
光
課
」は
、上
毛
高
原
駅
前
の
観
光
セ

ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
ま
す
。ま
た
、こ
の
観

光
セ
ン
タ
ー
に
は
、み
な
か
み
町
観
光
協
会

と
み
な
か
み
町
商
工
会
の
事
務
所
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

平成24年度　行政新組織

総務Ｇ

人事Ｇ

消防・防災Ｇ

庶務・住民サービスＧ

庶務・住民サービスＧ

企画Ｇ

財政Ｇ

管財Ｇ

住民税Ｇ

資産税Ｇ

滞納整理Ｇ

窓口・医療Ｇ

障害・福祉Ｇ

高齢介護Ｇ

包括支援センターＧ

子育て支援Ｇ

　　こども園

　　幼稚園

　　保育園

　　児童館

健康推進Ｇ

環境政策Ｇ

生活環境Ｇ

奥利根アメニティパークＧ

上水道Ｇ

下水道Ｇ

農政Ｇ

農村整備Ｇ

獣害対策センターＧ

観光振興Ｇ

国際観光Ｇ

商工振興Ｇ

地域振興Ｇ

　　遊神館

管理Ｇ

建設Ｇ

都市計画Ｇ

除雪センターＧ

会計Ｇ

庶務・議事Ｇ

総務・学校Ｇ

　　小中学校

　　給食センター

生涯学習Ｇ

　　中央公民館

　　水上公民館

　　新治公民館

　　カルチャーセンター

☎（25）5000

☎（25）5026

☎（25）5002

☎（72）2111

☎（64）0111

☎（25）5001

☎（25）5005

☎（25）5004

☎（25）5007

☎（25）5006

☎（25）5008

☎（25）5010

☎（25）5011

☎（25）5012

☎（62）0540

☎（25）5009

☎（62）2527

☎（25）5003

☎（25）5027

☎（64）1097

☎（62）3977、（25）5013

☎（25）5014

☎（25）5015

☎（25）5016

☎（64）0111

☎（25）5017

☎（25）5018

☎（25）5028

☎（25）5029

☎（25）5019

☎（25）5020

☎（25）5021

☎（72）2111

☎（25）5022

☎（25）5023

☎（25）5024

☎（25）5025、（62）2275

☎（20）4040

総 　 務 　 課

副 町 長

町 長

総 合 政 策 課

税 務 課

町 民 福 祉 課

子育て健康課

環 境 課

上 下 水 道 課

農 政 課

観 光 課

まちづくり交流課

地 域 整 備 課

会 計 課

除雪センター

奥利根アメニティパーク

獣害対策センター

滞 納 整 理 室

水 上 支 所

新 治 支 所

町 議 会

教育委員会
事 務 局

議 長 議会事務局

教育長 教 育 課

生涯学習推進室

■問い合わせ先　　総合政策課　企画グループ　　☎（２５）５００１

平成24年度
みなかみ町役場新組織

平成24年度
みなかみ町役場新組織
町政執行体制を

強化強化します
グループ名 電話番号
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■問い合わせ先　　＜税　　金＞税務課　滞納整理室　　　　　　　　☎（２５）５００８
　　　　　　　　　＜町営住宅＞地域整備課　管理グループ　　　　　☎（２５）５０１９
　　　　　　　　　＜上下水道＞上下水道課　上水道グループ　　　　☎（６２）３９７７
　　　　　　　　　＜介護保険＞町民福祉課　高齢介護グループ　　　☎（２５）５０１２
　　　　　　　　　＜後期高齢＞町民福祉課　窓口・医療グループ　　☎（２５）５０１０
　　　　　　　　　＜学校給食＞月夜野学校給食センター　　　　　　☎（６２）２２１９
　　　　　　　　　　　　　　　新治学校給食センター　　　　　　　☎（６４）０２５０
　　　　　　　　　＜保 育 料＞子育て健康課　子育て支援グループ　☎（２５）５００９

平成24年度 町税等の納期限と口座振替のお知らせ
平成24年度、町税等の納期限をお知らせします。町税等の納期内納付にご協力ください。

納期限

税　　目

再 振 替 日

再
振
有
無

◎

◎

◎

◎

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

5月
1日

5月
31日

7月
2日

7月
31日

８月
31日

10月
1日

10月
31日

11月
30日

12月
25日

１月
31日

２月
28日

４月
1日

５月
15日

６月
15日

７月
17日

８月
15日

９月
18日

10月
15日

11月
15日

12月
17日

１月
15日

２月
15日

３月
15日

４月
15日

ー

ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー○

ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

ー○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

◎△ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○○

ー ー ー ー ー ー ー

ー ○
第１期

○
第１期

○
第２期

○
第３期

○
第４期

○
第５期

○
第６期

○
第７期

○
第８期

○
第９期

○
第10期

○
第11期

○
第12期

ーー ー ー ○
第１期

○
第２期

○
第３期

○
第４期

○
第５期

○
第６期

○
第７期

○
第８期

○
第９期

◎○
第１期

ー ○
第２期

ー ○
第３期

ー ○
第４期

ー ○
第５期

ー ○
第６期

○
第１期

○
第２期

○
第３期

○
第４期

ー ○
第２期

ー ○
第３期

ー ー ○
第４期

随１

随１

随２

■共通注意事項
・口座振替日(納期限)は原則として各月の末日となります。ただし、末日が土日・休日の場合は、翌営業日となります。
・上記の口座振替日に残高不足等により、口座振替ができなかった場合は、翌月15日に再振替を行います。ただし再振替が
行えるのは、税金及び上下水道料、介護保険料のみです。ただし15日が土日・祝日の場合は翌営業日となります。

・再振替ができない使用料等や再振替日を過ぎた税金等は、役場または各支所において納付書を再発行していただき納
付をお願いします。ただし、学校給食費や保育料は学校や園を通じて納入通知書をお渡ししますので納付してください。

・上下水道料の△印の月は大口使用者（毎月検針の方）のみの振替日となります。

【納付に関する注意点】

町 県 民 税

固 定 資 産 税

国民健康保険税

軽 自 動 車 税

町営住宅使用料

上 下 水 道 料

介 護 保 険 料

後期高齢者保険料

学 校 給 食 費

保 育 料
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■
加
入
・
脱
退
は
14
日
以
内
に

　

職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る
人
以
外

は
、
す
べ
て
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

就
職
や
退
職
な
ど
で
、
国
保
か
ら
他
の

医
療
保
険
へ
、
ま
た
他
の
医
療
保
険
か
ら

国
保
へ
変
わ
る
場
合
に
は
、
保
険
証
を
確

認
し
、
14
日
以
内
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
届
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
に
加
入
す
る
届
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
全
額
が
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。
後
日
、
加
入
の
届
出

を
す
る
と
、
前
の
保
険
が
切
れ
た
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
の
資
格
を
得
ら
れ
ま

す
が
、
国
保
税
も
資
格
が
発
生
し
た
日
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
一
度
に
多
額
の
保
険
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
学
生
用
の
保
険
証

　

家
族
と
離
れ
て
住
む
学
生
の
た
め
に
学

生
用
の
保
険
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険

証
、
在
学
証
明
書
を
持
参
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

学
生
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
９
月
30

日
ま
で
で
す
が
、
毎
年
４
月
に
更
新
の
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
も
、
在

学
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
学
生
で

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
保
険
証

を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に

加
入
し
、
厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
取
っ
て

い
る
65
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家
族
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
に
加
入
と
な
り
ま
す
の

で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

国
保
税
の
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
該
当
す
る
人

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら
の
老
齢

（
退
職
）
年
金
、
通
算
老
齢
（
退
職
）
年

金
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い
て
、
こ
れ
ら

の
年
金
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年
以
上
あ
る

人●
被
扶
養
者
に
な
れ
る
人

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
居
し
、
退
職

被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

し
て
い
る
家
族
（
年
間
収
入
が
60
歳
未
満

で
１
３
０
万
円
以
上
、
60
歳
以
上
で
１
８

０
万
円
以
上
あ
る
人
は
除
く
）

●
一
部
負
担
金

　

一
般
被
保
険
者
と
同
様
で
、
入
院
・
外

来
と
も
３
割
で
す
。

●
適
用
資
格

　

年
金
受
給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
適
用

資
格
が
発
生
し
ま
す
。

●
加
入
手
続

　

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
14
日
以

内
に
、
国
保
の
被
保
険
者
証
、
加
入
期
間

が
記
載
さ
れ
て
い
る
年
金
証
書
、
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
は
異
動
の
季
節
で
す

ご
存
知
で
す
か
退
職
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
の
手
続
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
の
手
続
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
の
手
続
は
お
早
め
に

届出が必要な場合
手続に必要なもの

印　鑑 保険証 そ　　の　　他

加
入
す
る
と
き

ほかの市町村から転入してきたとき ○ 転出証明書
職場の健康保険をやめたとき､
またはその扶養家族でなくなったとき ○ 社会保険離脱証明書

子どもが生まれたとき ○ 母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき ○ 保護廃止決定通知書
外国人登録を行ったとき（H24.7.8まで） ○ 外国人登録証・パスポート

脱
退
す
る
と
き

ほかの市町村へ転出するとき ○ ◎
職場の健康保険へ加入したとき、
またはその扶養家族になったとき ○ ○

死亡したとき ○

加入した職場の保険証

○
生活保護を受けるようになったとき ○ ○ 保護開始決定通知書
外国人の加入資格がなくなったとき（H24.7.8まで） ○ ○ 外国人登録証明書

そ
の
ほ
か
の
と
き

退職被保険者に該当したとき ○ ○ 年金証書
同じ市町村内で住所が変わったとき

○ ◎世帯主が変わったとき
世帯が分かれたときや一緒になったとき
氏名が変わったとき ○ ○

保険証を失くしたり、破損したとき ○ ○ 運転免許証などの
身分を証明するもの

修学のためほかの市町村へ転出し、
保険証が必要なとき ○ ○ 在学証明書

※◎は世帯全員の保険証

ご存知
ですか？

■問い合わせ先　　町民福祉課　窓口・医療グループ　　☎（２５）５０１０
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■問い合わせ先　町民福祉課　高齢介護グループ　　☎（２５）５０１２

■問い合わせ先　町民福祉課　窓口・医療グループ　　☎（２５）５０１０

■平成２４年度軽減内容　平成24年度の軽減割合や該当条件は、平成23年度と同じです。
　　　　　　　　　　　　　※被扶養者軽減に該当する方は２年間という期限がなくなりました。
　　　　　　　　　　　　９割軽減額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３８，４３０円
　　　　　　　　　　　　８．５割軽減額　・・・・・・・・・・・・・・・・・　３６，２９５円
　　　　　　　　　　　　５割軽減額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２１，３５０円
　　　　　　　　　　　　２割軽減額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　８，５４０円
　　　　　　　　　　　　所得割５割軽減額　・・・・・　所得割額÷２（１円未満の端数は切上げ）
　　　　　　　　　　　　被扶養者軽減（均等割９割軽減、所得割なし）　・・・　３８，４３０円

■保険料率

平成24年度保険料額の計算方法
　年間保険料額＝均等割額（42,700円）+
　　　　　　　　所得割額（（平成23年中の総所得金額等－33万円）×8.48％）

平成24・25年度の保険料率が決まりました

65歳以上の方の介護保険料が改正されました

後 期 高 齢 者 医 療 保 険

区　　分

所得割率

均等割率

限 度 額

平成22・23年度

7.36％

39,600円

50万円

平成24・25年度

8.48％

42,700円

55万円

4月1日より
介護保険料は、３年ごとに見直しが行われ今年が見直し年となります。

平成２４年度から平成２６年度までの保険料基準額（年額）　　４９，６００円

所得段階 所　得　の　区　分 保険料率
年間保険料

改正前 改正後

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

町民税非課税世帯に属する老齢年金福祉年金受給者または
生活保護受給者の場合
世帯全員が町民税非課税の方で本人の課税年金収入額と合
計所得金額を合算した金額が80万円以下の場合

本人に町民税が課税されている方で、前年の合計所得金額
が190万円未満の場合

世帯の何方かに町民税が課税されているが本人は町民税
非課税の方で、本人の課税年金収入額と合計所得金額を
合算した金額が80万円以下の場合

世帯の何方かに町民税が課税されているが、本人は町民
税非課税の方で、第４段階①に該当しない場合

世帯全員が町民税非課税の方で第２段階に該当しない場合

0.50 21,300円 24,800円

0.50 21,300円 24,800円

0.75 31,900円 37,200円

0.90 38,300円 44,600円

1.00 42,600円 49,600円

1.25 53,200円 62,000円

第６段階 本人に町民税が課税されている方で、前年の合計所得金額
が190万円以上の場合 1.50 63,900円 74,400円

①

②



14広報みなかみ／2012.04

胃がん・大腸がん・乳がん・子宮がん検診のお知らせ

■対象者（年齢は平成25年３月31日時点で判断してください）
　胃がん検診、大腸がん検診・・・・40歳以上の人
　乳がん検診・・・・・・・・・・・41歳以上で奇数年齢の女性
　子宮がん検診・・・・・・・・・・21歳以上で奇数年齢の女性
■受付時間
　各検診日程表をご覧ください。会場により受付時間が異なりますので、よくご確認ください。
　また、該当地区日程で都合のつかない場合は、他の会場で受診できます。
■自己負担額（75歳以上の人及び後期高齢者医療保険加入の人・生活保護の人については無料です。）
　胃がん検診・・・・・・１，０００円　　　　大腸がん検診・・・・・・・・５００円
　乳がん検診・・・・・・１，０００円　　　　子宮がん検診・・・・・・１，０００円
　※『各種健康診断申込書』にて希望されなかった人も、対象年齢であれば受診できますので、お問い合わせください。
■お知らせ
　①胃がん検診の会場で便の提出ができるようになりましたので、胃がん・大腸がん検診が同時に受けられます。
　②乳がん集団検診では、医師による乳房と甲状腺の診察（視触診）がなくなり、マンモグラフィによる検査
のみとなります。個別検診（次ページ参照）は今までどおり視触診があります。

【 胃がん・大腸がん　検診日程表 】

町では次の日程で検診を実施しますので、今年度対象になる人は忘れずに検診を受けましょう！

地
区 実施月日 受付時間 検　診　会　場 対　象　地　区 検診車

台数

月
　
夜
　
野
　
地
　
区

水
上
地
区

新
治
地
区

５月１０日（木）
8：30～　9：30 真政公民館 真政 1

8：30～　9：30 下牧公民館 下牧 1

５月１１日（金） 7：00～  9：00 カルチャーセンター 2淵尻・和名中・小和知・下石倉・上石倉・上牧・大沼・奈女沢

５月１４日（月） 7：00～　9：00 町保健福祉センター 町組（９～１４） 2

５月１５日（火） 8：00～　9：30 後閑集落センター 後閑（上入一組・上入二組・下入・新道・駅前一組・駅前二組） 1

５月２１日（月）
7：00～　9：00 上組公民館 上組・小川・大峰 1

8：00～　9：30 中村集落センター 小川島・南区・竹改戸・中村 1

５月２２日（火） 8：30～　9：30 下牧公民館 下牧 1

５月２９日（火） 8：00～　9：30 下区集落センター 下区・上区 1

５月３０日（水）
6：45～　8：00 後閑集落センター 2→１後閑（坂上・貝久保・岩瀬・下村・中村・稗田・上河原）

8：30～　9：30 師公民館 師 1

６月　４日（月）

５月２２日（火）

7：00～　9：00 町保健福祉センター 町組（１～８） 2

6：45～　7：30 北部生活改善センター 藤原地区 1

8：45～10：00 大穴会館 粟沢・綱子・幸知・湯桧曽・大穴 1

５月２５日（金） 8：30～　9：30 南部健康増進センター 高日向・寺間・小仁田・川上 1

５月２９日（火） 8：00～　9：30 水上保健センター 鹿野沢・谷川 1

５月３１日（木）

５月１７日（木）

7：00～　9：30

7：00～　9：00

観光会館 小日向・湯原・阿能川 2

新治農村環境改善センター 湯宿・新巻 2

５月１８日（金） 7：00～　9：00 Ｂ＆Ｇ新治海洋センター 赤谷・相俣・浅地・笠原 1

５月２４日（木） 8：00～　9：30 遊神館 恋越・入須川・塩原 1

５月２５日（金） 8：30～　9：30 猿ヶ京多目的集会施設 永井・吹路・猿ヶ京 1

５月２８日（月） 7：00～　9：00 下新田農事研修所 下新田・上羽場・下羽場・師田 2

６月　１日（金） 7：00～　9：00 新治農村環境改善センター 布施 2

６月　４日（月） 8：30～　9：30 須川分館 須川・谷地・東峰 1

※便の提出は特定検診の会場でもできます。詳しくは個別通知をご覧ください。
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【 乳がん・子宮がん　検診日程表 】
地
区 実施月日 受付時間 検　診　会　場 対　象　地　区

月
　
夜
　
野
　
地
　
区

水
上
地
区

新
治
地
区

４月２３日（月） 13：00～14：30 町保健福祉センター 小川島・南区・竹改戸・中村
下区・上区・上組・大峰

４月２５日（水）

４月２７日（金）

５月　１日（火）

５月　８日（火）

４月２４日（火）

５月　７日（月）

４月２６日（木）

５月　２日（水）

５月　９日（水）

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～14：30

後閑集落センター

カルチャーセンター

町保健福祉センター

町保健福祉センター

水上保健センター

観光会館

新治農村環境改善センター

Ｂ＆Ｇ新治海洋センター

新治農村環境改善センター

後閑・師・真政

小川・淵尻・和名中・小和知・下石倉
上石倉・上牧・下牧・大沼・奈女沢

藤原・粟沢・綱子・幸知
湯桧曽・大穴・鹿野沢・谷川

小日向・高日向・寺間・小仁田
川上・湯原・阿能川

恋越・入須川・塩原・新巻
下新田・上羽場・下羽場・師田

永井・吹路・猿ヶ京・赤谷・相俣
浅地・笠原・須川・谷地・東峰

湯宿・布施

町組（９～１４組）

町組（１～８組）

※受診者数の減少にともない、検診会場が少なくなりました。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

＜乳・甲状腺がん検診、子宮がん検診の個別検診について＞

①個別検診希望者や都合により集団検診を受けられなかった人は、個別検診を受けることができます。
ただし、その場合は受診票が異なりますので、問い合わせ先までご連絡ください。

②６月から 11 月までの間に、各自が医療機関（利根沼田の医療機関）に予約して、個別検診を受ける
ことができます。自己負担額は集団検診と同じです。

③個別検診の詳細は、申し込みをされた人に５月下旬頃お知らせします。

■問い合わせ先　上下水道課　下水道グループ　☎（２５）５０１４

■問い合わせ先　　子育て健康課　健康推進グループ　　☎（６２）２５２７

平成24年度も県の浄化槽エコ補助金が受けられます！
　単独処理浄化槽または汲み取り槽から合併処
理浄化槽へ転換すると、設置者の負担軽減を図
るため県のエコ補助金制度により10万円の補助
金を一律に受けることができます。　　
　このエコ補助金は、平成24年度も限定で継続
されることになりました。
　詳しくは上下水道課下水道グループまでお問
い合わせください。

守ろう！ぐんまの水環境
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車両整備
配　分

ご存じ

ですか
？ 共同募金の配分申請共同募金の配分申請共同募金の配分申請

－　民間福祉事業を支援します　－
「赤い羽根募金」･「ＮＨＫ歳末たすけあい」などでおなじみの共同募金。

この共同募金の配分は、県民の皆様の貴重な浄財が財源です。
配分を希望する場合は、５月10日までに所定の申請書を提出してください。

福祉サービス利用者を直接処遇する施
設を新築・改築・改修・修繕する事業

※原則法人所有

福祉活動を目的として設立された団体
の活動経費

福祉サービス利用者を直接処遇するた
めに使用する自動車を新規購入または
更新する事業

①地域で福祉サービス利用者を直接処
遇する事業
②福祉施設を拠点として地域福祉サー
ビスを提供する事業

③地域住民や福祉関係者などを対象とした各種啓発
事業、講演、研修等の事業
④複数の団体間を調整し、福祉の増進を図る事業

申請できるのは　社会福祉法人、更生保護法人、
　特例民法法人、一般・公益社団（財団）法人、
　特定非営利活動法人
配分の上限は　　事業費の75％まで
◎第一種・第二種社会福祉事業及び
　更生保護事業の場合･････････････上限５００万円
◎それ以外の場合･････････････････上限２００万円

○福祉車両・ワゴン車・バス（送迎用など）
○バン・トラック（授産施設・作業所など）

申請できるのは　社会福祉法人、更生保護法人、
　特例民法法人、一般・公益社団（財団）法人、
　特定非営利活動法人
配分の上限は　　事業費の75％まで
◎バス（マイクロバス等）･････････上限３００万円
◎それ以外･･･････････････････････上限２００万円

備品整備
配　分

福祉サービス利用者を直接処遇するた
めに使用する備品を新規購入または更
新する事業

申請できるのは　社会福祉法人、更生保護法人、
　特例民法法人、一般・公益社団（財団）法人、
　特定非営利活動法人、任意団体(法人格のない団体)
配分の上限は　　事業費の75％まで（上限200万円）
※ただし、任意団体は上限１００万円とします。

申請できるのは　任意団体(法人格のない団体)
配分の上限は　　１団体あたり５万円まで

■受付締切：平成２４年５月１０日（木）
■受付窓口：市町村の共同募金会窓口（支会・分会)
　　　　　　または県共同募金会事務局（本会)
◎建物に係る事業（施設整備配分）･･･････本　　会
◎施設等拠点で使用する車両や備品･･･････支会分会
◎市町村域内の事業･････････････････････支会分会
◎市町村域を超えた広域活動事業･････････本　　会

申請から配分まで 申請は平成24年４月２日～５月10日、事業実施は平成25年４月からです。

４月
申
請
受
付 一次審査

（書類審査）

８月
配
分
計
画

　
　
立
案 二次審査

（ヒアリング等）

県 共 同 募 金 会
☎027(255)6596

どの配分も、民間の福祉事業が対象です！
介護保険事業や行政の責任に属する事業は配分
対象外です。(施設整備配分は介護保険事業でも
対象になる場合あり)

町民福祉課　障害・福祉グループ　　　　☎（25）5011
水上支所　庶務・住民サービスグループ　☎（72）2111
新治支所　庶務・住民サービスグループ　☎（64）0111

■問い合わせ先 または

施設整備
配　分

事業経費
配　分

運営費
配　分

申請できるのは
　社会福祉法人、更生保護法人、特例民法法人、一
般・公益社団（財団）法人、特定非営利活動法人、
任意団体（法人格のない団体）
配分の上限は
　１事業あたり事業費の75％（上限50万円）
※１団体５事業(上限１５０万円)まで申請できます。

３月 翌４月
配
分
決
定

事
業
実
施

３月
完
了・精
算
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ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ

ま
ち
づ
く
り
の
広
場
　
シ
リ
ー
ズ

第
一
部　

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

第
二
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 22

み
な
か
み
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
２

　

３
月
11
日
、
猿
ヶ
京
温
泉
ま
ん
て
ん
星

の
湯
「
で
ん
で
こ
座
三
国
館
」
に
お
い

て
、
み
な
か
み
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
２
０
１
２
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
町
内
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
各
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
よ

り
推
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
こ
と
と
情
報
交
換
を
目
的
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
会
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
で
は
「
志
民
に
よ

る
地
域
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し

て
、
群
馬
県
や
千
葉
県
を
中
心
に
ま
ち
づ

く
り
の
分
野
で
実
践
的
な
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
、
東
京
工
業
大
学
工
学
部
及
び
立

教
大
学
観
光
学
部
兼
任
講
師
で
あ
り
、
総

務
省
認
定
「
地
域
経
営
の
達
人
」
の
大
下 

茂
さ
ん
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
３
月
11
日
以
降
に
見
直
さ
れ
て

い
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
や
意
義
、
地

域
の
個
性
・
価
値
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
こ
と
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
で
あ
る
、

N
P
O
法
人
北
風
塾
、
ピ
ノ
キ
オ
運
営
委

員
会
、
猿
ヶ
京
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
月
夜
野

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
水
上
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
新
治
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
代
表
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な

り
、
第
一
部
基
調
講
演
講
師
大
下
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
こ
の
指
と
ま
れ

〜
住
民
参
加
か
ら
志
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
〜
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
の
活

動
の
報
告
や
日
頃
感
じ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
想
い
や
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
熱
の
入
っ
た
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災

復
興
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

こ
の
日
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら

１
年
の
節
目
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
復
興

を
願
い
、
『
東
日
本
大
震
災　

復
興
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
』
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動
支
援
事
業

補
助
金（
継
続
）

■
目
的　
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
って

い
る
団
体
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
額　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４

以
内（
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
）で
上
限

20
万
円
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
補

助
金（
改
正
）

■
目
的　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
施
設
の
整
備
に
対
し
助
成
し
ま

す
。

■
助
成
額　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４

以
内（
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
）で
上
限

１
０
０
万
円
。

③
地
域
間
交
流
事
業
補
助
金（
改
正
）

■
目
的　
地
域
間
交
流
を
目
的
と
し
た
団

体
活
動
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

　

例
）①
友
好
都
市
等
交
流
事
業 

②
上
下

流
交
流
事
業 

③
そ
の
他
町
外
交
流
事
業

■
助
成
額　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４

以
内（
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
）で
上
限

20
万
円
。

※

各
補
助
金
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課　
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
９

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

〜
町
で
は
ま
ち
づ
く
り
活
動
及
び
交
流
推
進

　
　
の
た
め
に
補
助
金
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
〜

▲

大
下
茂
さ
ん
の
講
演

お
お
し
も

し
げ
る
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４月の納税

５月の納税

■納期限：　5月  1日（火）
国民健康保険税　  第 １ 期

■納期限：　5月31日（木）
固定資産税　　　　  第 １ 期
国民健康保険税　　  第 ２ 期
軽自動車税

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

◎国民年金
　3月分の納期限は、
　  5月  1日(火)です。
◎後期高齢者保険料
　第1期の納期限は、
　  7月31日(火)です。
◎介護保険料
　第1期の納期限は、
　  5月  1日(火)です。

■納税と納期限■■納税と納期限■■納税と納期限■24時間
健康テレホンサービス

○11日（水）内科・外科
○19日（木）歯科
○受付時間帯
　午後７時30分～９時まで
◎この時間帯に電話すると、直
接医師が電話にでます。

■月曜　肺炎と結核
■火曜　肺がん
■水曜　大腸癌
■木曜　ホクロの癌(メラノーマ)
■金曜　初老期のこころの悩み
■土日　アルツハイマー病

　群馬県保険医協会では、健康
テレホンサービスを行っていま
す。☎０２７-２３４-４９７０
にかけると、約３分の健康講話
（テープ音声）が聞けます。

4月

4月の「直接相談タイム」

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
の
保
険
料
は
４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
23
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
24
年
２
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
平
成
24
年
３
月
31
日
、
平
成
24
年
３
月
分

の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
平
成
24
年
４
月
30
日
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減

額
に
な
っ
た
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
万
が
一
の
事
故

な
ど
で
障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、
あ
る
い
は
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
の
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
、
４
月
中
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
の

「
早
割
」
が
お
得
で
便
利
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

心配ごと（民生･人権･行政）相談所

法 律 相 談 所

■水上会場　４月17日（火）
　会場：社会福祉協議会水上支所
■新治会場　５月15日（火）
　会場：のぞみ館　相談室

■月夜野会場　４月６日（金）
　会場：町保健福祉センター２階
■水上会場　５月11日（金）
　会場：社会福祉協議会水上支所

■ ■ ■ 問い合わせ先■ ■ ■ 
みなかみ町社会福祉協議会

☎（６２）００８１

お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

　
渋
川
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　
☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

　
町
民
福
祉
課
　
障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

相談は、予約制で先着順です。
時間は午後１時30分～４時まで。

心配ごと・法律相談所

土
地
・
家
屋
価
格
等

　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

■
縦
覧
期
間

○
期
日

　

４
月
１
日（
日
）〜
５
月
31
日（
木
）

　

※

た
だ
し
閉
庁
日
は
除
く

○
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
縦
覧
場
所

　

役
場
本
庁
税
務
課
・
各
支
所

■
縦
覧
範
囲

　

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
で

納
税
者
本
人
所
有
の
土
地
・
家
屋
は
も
と

よ
り
、
そ
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
に

つ
い
て
も
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
対
象
者

　

本
町
に
所
在
す
る
土
地・家
屋
の
固
定
資

産
税
納
税
者
も
し
く
は
そ
の
代
理
人
。た

だ
し
、本
町
に
土
地・家
屋
を
所
有
し
て
い
て

も
税
額
が
生
じ
な
い
場
合（
非
課
税・減
免・

免
税
点
未
満
等
）は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

はいえん けっかく

だいちょうがん

がん
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教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
中
学
２
年
生

を
対
象
と
し
た
平
成
24
年
度
中
学
生
海
外

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

　
　
　
実
施
予
定
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育
の
振

興
を
目
的
と
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
金

文
化
・
体
育
振
興
費

　
　
　
補
助
事
業
の
申
請
受
付

　

町
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
や
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
た
め
、
廃
タ
イ
ヤ
等
の
有
料

処
分
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
日
時　
４
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

■
場
所　
奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

■
処
分
料
金（
一本
当
た
り・消
費
税
込
）

○
軽
自
動
車
、普
通
自
動
車
タ
イ
ヤ　

１
３
０
円

○
２
〜
４
ｔ
車
、４
Ｗ
Ｄ
車
タ
イ
ヤ　

２
８
０
円

○
大
型
自
動
車
タ
イ
ヤ　
　
　
５
０
０
円

○
農
機
具
タ
イ
ヤ　
５
０
０
円
〜
８
０
０
円

○
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー　
　
　
　
　
　
無
料

○
消
火
器　
４
０
０
円
〜
１
，
０
０
０
円

※
タ
イ
ヤ
に
ホ
イ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
る

も
の
で
も
処
分
で
き
ま
す
。

※

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
特
殊
タ
イ
ヤ
な
ど

の
処
分
料
金
は
、
そ
の
場
で
ご
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

タ
イ
ヤ
の
中
に
ご
み
等
が
あ
る
場
合
は

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
処
分
は
、
本
町
在
住
の
方
が
家
庭

で
使
用
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

　
☎
（
６
４
）
１
１
６
７

廃
タ
イ
ヤ
等
の
有
料
処
分
の
実
施

派
遣
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
「
ア
ジ
ア
の
国
を
新
発
見
す

る
チ
ャ
ン
ス
」
と
し
て
、
タ
イ
及
び
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
派
遣
先
と
し
て
計
画
し
ま
す
。

　

急
速
に
経
済
発
展
す
る
バ
ン
コ
ク
と
発

展
途
上
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
二
つ
の
国
の
異

文
化
を
体
験
し
、
現
地
の
人
々
と
の
友
好

を
深
め
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
次
世
代
の

担
い
手
と
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象　
中
学
２
年
生
（
20
名
程
度
）

■
派
遣
期
間
　
８
月
４
日
〜
11
日（
８
日
間
）

■
派
遣
場
所　
タ
イ
王
国
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

■
応
募
方
法　
参
加
を
希
望
す
る
生
徒
は
、

原
稿
用
紙
に
参
加
目
的
等
を
作
文
に
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
案
内
は
、
後
日
対
象
生
徒
に
ご
案

内
し
ま
す
。

■
個
人
負
担　
個
人
負
担
額
は
６
万
円
で
す
。

※

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
等
に
関
す
る
諸
経
費

な
ど
も
個
人
負
担
で
す
。

■
そ
の
他

　

参
加
に
当
た
り
事
前
研
修
や
帰
国
後
の

体
験
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
あ
り
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
総
務
・
学
校
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
６
２
）
２
２
７
５

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の

①
認
印

②
縦
覧
対
象
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証・健
康
保
険
証
等
）

③
納
税
通
知
書
交
付
後
は
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書

④
納
税
者
本
人
の
代
理
で
縦
覧
を
す
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
価
格
に
関
す
る
申
出

　

登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
価
格

を
登
録
し
た
旨
が
告
示
さ
れ
た
日
か
ら
納

税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま

で
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧
に
つい
て
は
納
税

者
本
人
も
し
く
は
代
理
人
等
で
あ
れ
ば
閉
庁

時
を
除
き
年
間
を
通
じ
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
税
務
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
０
６

を
交
付
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
の
申
請

受
付
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
補
助
事
業
名

　

み
な
か
み
町
文
化･

体
育
振
興
費
補
助
金

■
補
助
対
象
内
容　
社
会
教
育
・
社
会
体

育
の
振
興
を
目
的
と
し
た
活
動
に
要
す
る

経
費
を
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
県
や

町
の
他
の
補
助
金
対
象
に
な
っ
て
い
る
事

業
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額　
予
算
の
範
囲
で
補
助
し
ま

す
。
た
だ
し
、
１
事
業
10
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

■
申
請
募
集
期
間

　

４
月
16
日（
月
）〜
５
月
15
日（
火
）

■
申
請
方
法　
生
涯
学
習
推
進
室
に
備
え

付
け
の
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
交
付
決
定　
申
請
期
間
終
了
後
、
事
業

内
容
を
審
査
し
、
補
助
対
象
事
業
及
び
補

助
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
教
育
課　
生
涯
学
習
推
進
室

　
☎
（
２
５
）
５
０
２
５
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お
知
ら
せ

募
　
集

　

高
齢
在
宅
療
養
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
中
、
在
宅
医
療
の
推
進
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
供
給
体
制
を
維

持
・
整
備
し
ま
す
。
在
宅
医
療
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
訪
問
看

護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
訪
問
看
護
の
相
談
窓
口
・

導
入
整
備
・
周
知
等
を
行
い
、
利
用
者
・

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
及
び
医
療
機
関
と
連

携
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

経
験
あ
る
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間

◎
火
・
水
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◎
第
２
・
４
月
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
専
用
電
話

　
　

☎　

０
２
７
（
２
３
０
）
２
０
０
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
３
０
）
２
０
０
３

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
群
馬
県
看
護
師
協
会

　
　
☎　
０
２
７
（
２
６
９
）
５
２
０
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
６
９
）
８
６
０
１

　
〒
３
７
１

-

０
０
０
７　

　
前
橋
市
上
泉
町
１
８
５
８

-

７

訪
問
看
護
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
で
は
、
４
月
２
日

よ
り
群
馬
県
域
向
け
テ
レ
ビ
放
送
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　

平
日
の
夕
方
を
中
心
に
、
県
内
の

ニ
ュ
ー
ス
や
生
活
情
報
を
お
届
け
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
は
県
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
き
め
細
か
い
災
害
報
道
を
行
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
選
挙
報
道
や
高
校
野
球

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
か
ら

　
　
　
　

県
域
テ
レ
ビ
放
送
開
始

　

３
月
下
旬
に
被
保
険
者
ご
本
人
用
の
健

診
申
込
用
紙
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
お
勤

め
す
る
会
社
に
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
会

社
を
通
じ
て
健
診
を
受
け
る
手
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
や
ご
家
族
で
、
健
診
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
被
保
険
者
ご
本
人

が
お
勤
め
す
る
会
社
に
「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
の
方
を
通
じ
て
会
社
か
ら
受
け

取
り
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
は
、

配
偶
者
や
ご
家
族
の
方
の
み
ご
利
用
で
き

ま
す
。（
被
保
険
者
の
健
診
に
受
診
券
は

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会　
群
馬
支
部

　
☎
０
２
７
（
２
１
９
）
２
１
０
０

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
へ

平
成
24
年
度
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

水
上
観
光

ガ
イ
ド
協
会

で
は
、
観
光

に
お
越
し
の

お
客
様
や
各

種
交
流
イ
ベ

ン
ト
で
の
接

客
な
ど
、
お

客
様
と
の
ふ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
募
集

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
酒
販
店
な
ど

へ
の
買
い
物
の
機
会
に
、
お
酒
売
場
の
未

成
年
者
飲
酒
防
止
の
た
め
の
表
示
状
況
等

を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ

く
「
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
前
橋
税
務
署　
酒
類
指
導
官

　
☎
０
２
７
（
２
２
４
）
４
４
９
８

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
の
募
集

▲「好きです。群馬。」をキャッチ
フレーズに情報を伝えてくれる
ＮＨＫ前橋のアナウンサーと
キャスターの皆さん。

　

こ
の
奨
学
金
は
優
れ
た
資
質
が
あ
り
な

が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
高
校
生
な
ど
に
、
無
利
子
で
貸
与
す
る

も
の
で
す
。

■
対
象

　

平
成
24
年
度
に
高
等
学
校
、
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期

課
程
ま
た
は
専
修
学
校
高
等
課
程
に
在
学

高
等
学
校
等
奨
学
金
奨
学
生
募
集

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
か
み
町
商
工
会

　
☎（
６
２
）
１
１
５
５

な
ど
県
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
事
に
つ
い
て

も
放
送
し
ま
す
。

■
放
送
番
組

　

総
合
テ
レ
ビ

　
　

「
ほ
っ
と
ぐ
ん
ま
６
４
０
」

■
放
送
日　
毎
週
月
〜
金
曜
日

■
放
送
時
間　
午
後
６
時
40
分
〜
59
分

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nhk.or.jp/m

aebashi/
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■
開
室
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

◎
火
・
木
・
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
休
室

◎
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

■
４
月
の
休
室
日
（
通
常
休
室
日
以
外
）

　

30
日
（
月
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
山
本
五
十
六
／
手
嶋
龍
一

◎
児
童
書　
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
は
な
よ
め
と

ゾ
ロ
リ
じ
ょ
う
／
原
ゆ
た
か

中
央
公
民
館
図
書
室

☎
（
６
２
）
２
２
７
５

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
休
室

■
４
月
の
休
室
日

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
星
月
夜
／
伊
集
院
静

◎
児
童
書　
お
お
き
な
け
や
き
／
広
野
多
珂
子

水
上
公
民
館
図
書
室

☎
（
７
２
）
３
７
０
７

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
児
童
図
書
室

☎
（
２
０
）
４
０
４
０

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
の
翌
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
お
は
な
し
の
会

　

日
時
／
４
月
19
日（
木
）午
後
３
時
〜

　

場
所
／
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

■
４
月
の
休
室
日

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
そ
う
じ
の
神
様

が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
／
鎌
田
洋

◎
児
童
書　
いつ
も
ふ
た
り
で
／
ジ
ュデ
ィ
ス・カ
ー

■
開
室
日

◎
月
曜
日
と
祝
祭
日
を
除
く
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
お
は
な
し
の
会

　

日
時
／
４
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

　

場
所
／
新
治
公
民
館
図
書
室

■
４
月
の
休
室
日

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
）

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書

新
治
公
民
館
図
書
室

☎
（
６
４
）
０
１
１
１

　

は
じ
め
て
で
も
必
ず
で
き
る
！
通
園
通

学
バ
ッ
グ
と
こ
も
の
／
寺
西
恵
里
子

◎
児
童
書

　
あ
か
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
／
い
も
と
よ
う
こ

図

書

室

相
　
談

し
、親
権
者
な
ど
が
県
内
に
在
住
し
、当
事
業

団
が
定
め
る
採
用
基
準
に
該
当
す
る
生
徒

■
貸
与
金
額

・
公
立
高
校
な
ど　

月
額
１
万
８
千
円

・
私
立
高
校
な
ど　

月
額
３
万
円

※

自
宅
外
通
学
の
場
合
は
月
額
５
千
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

※

平
成
24
年
度
新
入
学
生
は
、
希
望
に
よ

り
入
学
一
時
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
公
立
高
校
な
ど
は
５
万
円
、

私
立
高
校
な
ど
は
10
万
円
）
。

■
貸
与
期
間　
正
規
の
最
短
修
業
年
限

■
募
集
人
員　
１
０
０
人
程
度
（
選
考
）

■
申
込
期
間　
４
月
18
日
（
水
）
〜
５
月

16
日
（
水
）

■
申
込
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
上
、
在
学
し
て
い
る
学
校
へ
提
出

■
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

在
学
し
て
い
る
学
校

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
県
教
育
文
化
事
業
団　
文
化
振
興
課

　
☎
０
２
７
（
２
４
３
）
０
４
１
１

■
日
時　
５
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　
沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
科
目　

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
巡
回
相
談
に
つ
い
て

「
交
通
事
故
相
談
所
」を

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

整
形
外
科
、
在
宅
訪
問
診
査

■
相
談
内
容

　

身
体
障
害
者
の
補
装
具
・
自
立
支
援
医

療
（
更
正
医
療
）
給
付
要
否
判
定
、
身
体

障
害
者
に
関
す
る
各
種
相
談
等

■
申
込
締
切　
４
月
24
日
（
火
）

■
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

■
そ
の
他

　

重
度
障
害
者
に
は
ご
自
宅
を
訪
問
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課　
障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
☎
（
２
５
）
５
０
１
１

　

交
通
事
故
に
よ
る
賠
償
問
題
や
保
険
な

ど
の
相
談
に
、
専
門
相
談
員
が
公
正
・
中

立
な
立
場
か
ら
無
料
で
助
言
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
実
施
日　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

■
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
会
場　
県
交
通
事
故
相
談
所

　
　
　
　

県
庁
交
通
政
策
課
内

■
相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接

※

会
場
で
相
談
す
る
人
は
、
当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
交
通
事
故
相
談
所

　
☎
０
２
７
（
２
４
３
）
２
５
１
１
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消費者被害の相談「消費者ホットライン」
全国共通番号　☎０５７０（０６４）３７０

　上牧駅近くの旧ＪＡ北事業所を『きたかぜはう
す』として立ち上げたNPO法人『北風塾』が各種
教室を開催しています。その一つに「サロンぬく
もり」があります。
　このサロンは、地域高齢者の憩いの場、情報交
換の場として開かれ、参加者は様々な工夫を凝ら
した健康増進プログラムを楽しまれています。
　参加者の皆さんは、それぞれ役割を担い血圧を
測ったり相談相手をしたりと、一人ひとりがコ
ミュニケーションを大事に活動されています。
　特に健康については皆さん興味深く、通称「ふ
くろう体操 」という筋力向上運動で楽しく身体を
動かしています。
  地域に根ざした活動を目指す「北風塾」とサロ
ン「ぬくもり」が協力することで、より一層地域
を元気にしていきたいそうです。

地域包括支援センターだより シリーズ

生きがいサロン紹介
　町内各地で開催されているサロンを順次紹介しています。
　場所や参加者によってサロンもそれぞれ特徴があり、内容もバラエティー
に富んでいます。お近くのサロンを見つけて是非参加してみませんか。

サロン「ぬくもり」　月２回第２・４木曜日　午前10時～11時30分　代表：今井トヨ

みなかみ 町 の

12

　現在は毎回10人程度の参加者で活動しています
が、もっと多くの人に参加していただき、サロン
がより楽しくなるよう協力していきたいそうで
す。参加費は１回200円です。是非参加をお待ち
しています。

■問い合わせ先　包括支援センター　☎（６２）０５４０

　今月号から12回にわたりお口の手入
れについて紹介します。

お口の手入れをして、健康を保ちましょう。
　年齢とともに口腔（口からのどまでの空間）機能はどうしても低下します。
　手足と同様に、噛んだり飲み込むのに必要な筋力が衰えたり、だ液の分泌が
減ってくると、口腔内に細菌が繁殖しやすくなり、気道感染や肺炎を招いてし
まうこともあります。「口のことぐらいで…」とか、「自分は歯がないから関
係ない。」と軽く考えがちですが、口腔の状態は全身の健康に関係します。健
康を保つため口腔機能向上に取り組みましょう。

　５月：口腔機能と身体への影響 １１月：肺炎予防
　６月：口腔機能チェック １２月：残存歯の大切さと手入れ
　７月：パタカラ体操と舌体操 　１月：義歯の手入れ
　８月：健口体操 　２月：薬の影響
　９月：口の渇きと唾液腺マッサージ 　３月：訪問歯科診療等
１０月：噛めることの大切さ

次回からの
予　定

やってみよう！
口腔ケア

まもろうよ み ん な を
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健康づくりインフォメーション

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

おと
もだちが

ふえ
たよ！

みんなの保健
～みなさんの健康づくりをしっかりとサポートします～
●問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎25-5009

2月
の出生者

◆数字は住民基本台帳に
　基づくものです。
（３月15日現在）

■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・１０か月児
■期日　4月18日(水)・5月2日(水)
■受付　４か月児　 13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

　子育て支援ボランティア等により、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場です。
【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時
【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　毎週水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎(６４)１８４８

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　４月13日(金)・20日(金)・27日(金)
　　　　５月11日(金)・18日(金)・25日(金)
■時間　10時～12時
■主催　にこにこくらぶ

～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～
　　　　４月27日●こいのぼり
　　　　５月25日●消防士さんのお話
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※詳しいことは久野豊子（☎６２-２４０３）までお
問い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時

計男の子 女の子
月夜野地区
水上地区
新治地区
計

乳幼児健診

子育てひろば

子育てサークル

～対象の方には事前に個別通知いたします～
■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■

健　診　名 4月 5月

1歳6か月児健診　　対象　１歳７・8か月児  23(水) 

２歳児歯科健診　　対象　２歳１・２か月児  24(火)

２歳6か月児歯科健診　対象　２歳7・8か月児    3(火)

３歳児健診　　対象　３歳1・2か月児    9(水)

3 人 2人 5人
0人 0人 0人
0人 0人 0人
3人 2人 5人

◇ベビーマッサージ（１歳までの乳児対象）
■日時　4月13日(金)・5月11日(金)　10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児･8か月児･12か月児･妊婦および産婦
■期日　4月12日(木)・5月10日(木)
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児   10:00～10:15　計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児     9:45～10:00　計測・問診・栄養相談
　＊12か月児 10:15～10:30   計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦      9:30～11:30   母乳相談（予約制）

乳児相談・母乳相談 ～子育て支援ボランティア～
にこにこくらぶ

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時
【4月・5月のじゃんぷの日（毎週木曜日）】
■期日　●４月 ５日／読み聞かせ
　　　　　　　12日／お茶しませんか？　　
　　　　　　　19日／調理実習「端午の節句バージョン」
　　　　　　　26日／大きくなったかな
　　　　　　　　　　  保健師さんのミニ講座　
　　　　●５月10日／お茶しませんか？
■時間　10時～12時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎(６４)１８４８

子育て支援センター　汽車ぽっぽ

■会場　子育て支援センター(にいはるこども園内2階)
■対象　妊娠中～産後12か月くらいまでの母親
■期日　4月23日(月)・5月21日(月)
■時間　10時30分～11時30分
　　　　（受付は10時15分～10時30分）
■持ち物　汗ふきタオル

ママヨガ教室

■会場　子育て健康課　　■対象　全地区
■４ 月　  2日(月)・  9日(月)・16日(月)・23日(月)
■５ 月　  1日(火)・  7日(月)・14日(月)・21日(月)・
　　　　28日(月)
■時間　９時～11時30分　13時～16時
※交付には30分程度かかりますので、余裕をもってお
出かけください。
※町では不妊治療費の助成を行っています。
　詳細は子育て健康課へお問い合わせください。

母子健康手帳交付
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新たな旅立ちの日
～月夜野中学校卒業式より～

みなかみ町の

数字は住民基本台帳に基づくもので、
国勢調査の数値とは異なります。
※(　) 内は前月比

４月

 13㈰ ■みなかみ町消防団ポンプ操法競技会●月夜野緑地広場駐車場

 ５㈭ ■町立第三保育園入園式・私立月夜野保育園入園式
 ７㈯ ■私立水上わかくりこども園入園式
 ９㈪ ■町内小・中学校始業式・入学式
 10㈫ ■町立にいはるこども園入園式
 11㈬ ■町立月夜野幼稚園入園式・下牧分園入園式

５月

Gallery 東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

『空中散歩～そら』
作者／亀井友緒
規格・素材／H1,360㎜×H3,400㎜
　　　　　　和紙・インク・墨

作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場水上支所２階および商工会水上支所２階に展示中です。
■開場日／月曜日～金曜日（祝祭日は除く）　　■開場時間／午前９時～午後４時30分

総人口 21,618人 （－52）
　男 10,457人 （－22）
　女 11,161人 （－30）
世帯数 8,091世帯 （－15）

人口 世帯と

３月1日現在

●　今月の表紙　●

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町に寄贈された作品を紹介しています。
◎平成23年6月末現在
　８３名から１３８作品を収蔵
　広報にて紹介した作品数　69／138

歳時記

●発行／みなかみ町役場　〒379-1393 群馬県利根郡みなかみ町後閑318番地　☎ 0278-62-2111　FAX 0278-62-2291
●編集／総合政策課　企画グループ　●みなかみ町ホームページアドレス　http://www.town.minakami.gunma.jp/

町の主な行事予定
　３月の卒業シーズンに、町内の各
小・中学校で卒業式が、各幼稚園・保
育園・こども園で卒園式が行われまし
た。
　卒業生たちは、それぞれの思い出を
胸に、新たな道へと旅立ちました。各
学校・幼稚園・保育園・こども園の卒
業・卒園者数は次のとおりです。

今月の食改推おすすめ地元食材レシピ

「うどと鶏ささみのくるみ和え」

①うどは皮をむき、４cm長さの短冊切りにし
酢水につける。

　鍋に湯を沸かし、さっと茹でて水気を切る。
②鶏ささみは筋をとり耐熱容器に並べ、酒・塩
をふり、ラップをして電子レンジ(600W)で
２～３分加熱する。あら熱がとれたら細くさ
く。蒸し汁は取っておく。
③小松菜は茹でて冷水にとり、２cm長さに切
り、水気をしっかりしぼる。
④ボウルに和え衣の材料と蒸し汁を混ぜ合わ
せ、うど・鶏ささみ・小松菜を入れて和える。

幼　稚　園　　　　　57人
月夜野幼稚園 15人
月夜野幼稚園下牧分園 7人
月夜野北幼稚園 5人
にいはるこども園（幼） 18人
水上わかくりこども園（幼） 12人

保　育　園　　　　　55人
第三保育園 5人
にいはるこども園（保） 11人
月夜野保育園 25人
水上わかくりこども園（保） 14人

小　学　校　　　　192人 
古馬牧小学校 44人
桃野小学校 34人
月夜野北小学校 12人
水上小学校 42人
藤原小学校 3人
新治小学校 57人

中　学　校　　　　214人 
月夜野中学校 92人
水上中学校 49人
藤原中学校 1人
新治中学校 72人

●　作り方　●

提供：みなかみ町食生活改善推進協議会

●ワンポイントアドバイス
○小松菜の代わりに、菜
の花やほうれん草でも
おいしくできます。

○うどの皮は厚めにむく
と良いでしょう。皮はき
んぴらにできます。

うど　　　　120g（皮をむいた量）
鶏ささみ　　100g（2本）
　酒　　　　大さじ1/2（7.5g）
　塩　　　　少々
小松菜　　　120g（1/2束）

●和え衣●
　くるみ（すりつぶしたもの）　大さじ3（18g）
　ごまドレッシング　　　　　大さじ2（30g）
　砂糖　　　　　　　　　　　大さじ1（9g）
　塩　　　　　　　　　　　　小さじ1/3（2g）
　しょうゆ　　　　　　　　　小さじ1（6g）

材料（４人分）　　１人分のエネルギー87kcal、塩分1.0g
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